
 

 

 

民間企業等職務経験者 集団討論課題 

 

 

【行政】 

（課題１） 

福岡県は、アジアに一番近い大都市圏であり、地理的近接性をはじめ、充実した交

通インフラや多様な産業集積等、本県ならではの強みを活かすことで、成長著しいア

ジアとともに発展できるポテンシャルを有しています。例えば、本県の貿易に占める

アジアの割合は、2022（令和 4）年時点で輸出は 68.2％（全国 56.5％）、輸入は 71.7％

（全国 45.2％）と全国と比較して高い割合となっています。今後、さらにアジアの活

力を本県に取り込みながら、ともに発展していくためにも、情報発信を行うことは非

常に重要です。 

そこで、輸出や投資、企業の海外展開を推進するとともに、インバウンド（訪日外

国人旅行者）を呼び込むために、どのような戦略で広報を展開すべきか、グループで

話し合い、具体的手法を含めた一定の結論をまとめなさい。 

 

（課題２） 

新型コロナウイルス感染症が感染症法上の５類に引き下げられてから１年が経ち、

2023 年の訪日外国人旅行者数は約 2,507 万人で、コロナ禍前の 2019 年の８割近くま

で回復しました。さらに、2023 年の訪日外国人旅行消費額は約 5.3 兆円と過去最高を

記録しています。コロナ禍の影響により旅行・観光産業は、従来の団体旅行から個人

旅行へのシフト、自然・アクティビティに対する需要の高まりなど、大きく変化して

います。 

また、観光需要が急速に回復していることに伴い、観光産業における人材・人手不

足がより顕著になっていることに加え、一部の地域では、観光客の集中によるオーバ

ーツーリズムの問題が発生し始めているところです。 

そこで、これらの課題を整理し、持続可能な観光を目指すために、行政としてどの

ようなことに取り組むべきか、グループで話し合い、一定の結論をまとめなさい。 

 

（課題３） 

 福岡県では、急増する高齢者を支えるため、介護従事者の身体的負担の軽減や介護

業務の効率化を図るとともに、介護サービスの質を向上させるため、介護ロボットを

導入する事業者の支援を行っています。また、外出困難な障がいのある人が分身ロボ

ットを遠隔操作し、業務を行う実証事業を行っています。 

このように、ロボットは、生産性向上や社会とのつながりの創出など、人間の生活

を豊かにする役割が期待されています。 

そこで、より県民の生活を豊かにするために、どのような分野に、どのような手段

でロボットを導入すれば効果的か、また、県としてどのような施策が考えられるかグ

ループで話し合い、一定の結論をまとめなさい。 


